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気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ）提言への 

賛同表明及び情報開示について 
 

 

京王電鉄株式会社（本社：東京都多摩市、取締役社長：都村 智史）は、金融安定理事会

（ＦＳＢ）により設置された気候関連財務情報開示タスクフォース（以下「ＴＣＦＤ」※） 

提言への賛同を表明いたしました。 

 

京王グループでは、グループ理念に基づき、ステークホルダーの皆様のくらしを支える

事業を通じて、未来社会に豊かな環境を引き継ぐために、環境に配慮した活動を行ってま

いりました。中でも、気候変動の緩和のために、省エネ施策の実施など環境負荷低減に積

極的に取り組んでまいりました。 

 

 この度、サステナビリティ経営の推進にあたり、「環境にやさしく」というマテリアリ

ティを掲げるとともに、ＴＣＦＤへ賛同の意を表明し、提言に沿った情報開示を進めてい

ます。また、従来の環境目標を更新し、当社グループのＣＯ₂排出量の削減目標として、新

たに２０５０年度実質ゼロを掲げ、中間地点となる２０３０年度の目標を設定いたしまし

た。京王グループの主力事業である鉄道は、他の輸送機関と比べて環境負荷が少ないとい

う特性を活かし、今後も多くのお客様にご利用いただくことで、ＣＯ₂排出量削減に貢献し

てまいります。 

 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別紙】 

※TCFD （Task Force on Climate-related Financial Disclosures：気候関連財務情報開示タスクフォース） 

効率的な気候関連の財務情報開示を企業等へ促す、民間主導のタスクフォース。金融安定理事会（FSB）が 2015 年に

設立し、気候変動がもたらすリスクおよび機会の財務的影響を把握し開示することを目的とする。 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 



ＴＣＦＤ提言に基づく情報開示 

 

１． ガバナンス 

代表取締役社長を議長とするサステナビリティ推進委員会を中心に社内の関係部署

と連携して、気候変動が当社事業に及ぼす影響に関する検討を行い、環境施策を立

案・推進しています。その際、代表取締役社長及び関係役員は、気候変動に関する検

討内容を経営に反映するとともに、取締役会が気候関連問題への取り組みをモニタリ

ングしています。 

 

 

２． リスク管理 

当社ではサステナビリティマネジメントを推進する中で、気候変動に関するリスク

について、サステナビリティ推進委員会にてリスクの認識・評価を行い、経営計画へ

の反映やモニタリングを行っております。 

 気候変動の緩和に関しては、連結環境目標として掲げたＣＯ₂排出量の削減につい

て、サステナビリティ推進委員会の中で進捗管理や分析・対応策検討の協議を行うほ

か、気候変動への適応に関しては、鉄道事業における物理的リスクの低減に向け、事

業計画の中で激甚化する気象災害への対策を強化、推進しています。 

 

３． 戦略 

当社事業のうち、気候変動の影響が大きいと想定される鉄道事業を対象とし、国連

気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）および国際エネルギー機関（ＩＥＡ）に

よる４℃シナリオ（現状を上回る温暖化対策を取らないことにより、産業革命時期比

で気温が約４℃上昇し、気候変動による物理的変化に関するリスクが顕在化）と２℃

未満シナリオ（抜本的なシステム移行が達成されることで、産業革命時期比で気温の

上昇が２℃未満に留まり、低炭素経済への「移行」に関するリスクが顕在化）に基づ

き、事業に影響を及ぼす可能性のある短期・中期・長期のリスクと機会の洗い出しを

行いました。中・長期かつ特に影響が大きいと特定したリスク・機会と、リスクへの

対応策を別表に示しております。（次表参照） 

 

 

 

 



（１）リスク 

 

（２）機会 

 

 

４． 指標と目標 

 京王グループ（連結）の環境目標としてＣＯ₂排出量（scope1,2）の削減目標を設定

しています。ＣＯ₂排出量を ２０５０年度に実質ゼロとする目標を新たに掲げ、その

中間目標である２０３０年度に連結として２０１９年度比３０％、鉄道では２０１３

年度比４６％の削減を目指します。 

 財務の健全性と投資効果をみながら、省エネの着実な推進に取り組むとともに、技

術革新の動向や事業採算性を踏まえて、再生可能エネルギーの導入などの検討も進

め、脱炭素社会に向けた取組みを積極的に進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

連 結 鉄 道 


